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２月22日は市議会議員選挙の投票日
今尾省司さんに市民栄誉賞



い
よ
う
、
耐
震
補
強
を
施
し
ま
し
た
。
工

事
に
あ
た
っ
て
は
村
国
座
を
傷
つ
け
ず
、

か
つ
補
強
部
分
を
目
立
た
せ
な
い
よ
う

に
、
10
本
の
鋼
管
柱
と
地
中
に
埋
設
し
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
地
中
梁
と
に
よ
っ
て
柱

を
補
強
す
る
と
い
う
工
法
で
施
工
し
ま
し

た
。
ま
た
奈
落
で
発
見
さ
れ
た
古
い
部
材

を
も
と
に
、
か
つ
て
の
廻ま

わ

り
舞
台
を
復
元

し
ま
し
た
。

　

国
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る

村
国
座
の
価
値
を
損
な
う
こ
と
な
く
修

復
す
る
た
め
、
詳
細
な
記
録
を
取
り
な

が
ら
解
体
し
、
再
利
用
で
き
る
部
材
は

修
繕
し
て
再
び
同
じ
場
所
へ
、
同
じ
工

法
で
組
み
直
し
ま
し
た
。

　

修
復
前
と
大
き
く
変
わ
っ
た
点
と
し

て
、
震
度
５
強
の
地
震
で
も
倒
壊
し
な

時
空
を
越
え
、
未
来
へ
つ
な
げ

時
空
を
越
え
、
未
来
へ
つ
な
げ
「
村
国
座

「
村
国
座  

平
成
の
大
修
理
」

平
成
の
大
修
理
」

　
「
村
国
座 

平
成
の
大
修
理
」
募
金
は
平

成
18
年
9
月
か
ら
行
い
、
市
内
で
行
わ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
寄
付
の
呼
び
か

け
、
ま
た
市
内
小
中
学
校
や
店
舗
な
ど

で
自
主
的
な
募
金
活
動
を
行
な
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
２
０
０
０

人
以
上
の
方
々
か
ら
約
２
３
０
０
万
円

も
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
温
か

い
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
村
国
座 

平
成
の
大
修
理
」
は
1
月
末
に
完
了
し
ま
し
た
。

竣
工
を
記
念
し
て
、
3
月
8
日
に
特
別
公
演
を
開
催
し
ま
す
。

村
国
座
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

村
国
座
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
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ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

生
ま
れ
変
わ
っ
た
村
国
座

完成直後の村国座完成直後の村国座

復元された廻り舞台復元された廻り舞台
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今
回
の
竣
工
に
伴
い
、
歌
舞
伎
役
者
・

中
村
時
蔵
さ
ん
に
よ
る
特
別
公
演
を
開
催

し
ま
す
。

　

時
蔵
さ
ん
は
「
村
国
座 

平
成
の
大
修

理
」
の
賛
同
人
の
一
人
で
、
歌
舞
伎
界
を

代
表
す
る
上
品
で
古
風
さ
を
漂
わ
せ
る
正

統
派
の
女
形
で
す
。

　

明
治
15
年
以
来
と
な
る
2
度
目
の
村
国

座
の
こ
け
ら
落
と
し
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時　

3
月
8
日
（
日
）　

午
後
3
時
〜

3
時
30
分

場
所　

国
指
定
重
要
文
化
財
「
各
務
の
舞

台
」
村
国
座
（
各
務
お
が
せ
町
3
）

出
演　

五
代
目　

中
村
時
蔵

こ
け
ら
落
と
し
に

　
　
　
　

中
村
時
蔵
特
別
公
演
を
開
催

一
般
の
方
も

　

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

　

村
国
座
は
、
21
年
度
よ
り
一
般
の
方

で
も
公
演
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
ご
利
用

で
き
ま
す
（
詳
細
は
今
後
の
広
報
紙
に

掲
載
し
ま
す
）。

　

歌
舞
伎
以
外
の
公
演
に
も
幅
広
く
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
や
音
響
設
備
、
舞
台
照
明
を
新
た

に
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
隣
接
す
る
楽
屋
を
新
た
に
増
改

築
し
、
空
調
や
シ
ャ
ワ
ー
室
を
完
備
す

る
使
い
勝
手
の
よ
い
充
実
し
た
施
設
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

詳
細　

文
化
財
課
☎
０
５
８
（
３
８
３)

１
４
７
５

演
目　

舞
踊
「
島し
ま

の
千せ

ん
ざ
い歳
」

費
用　

２
０
０
０
円
（
ブ
ロ
ッ
ク
指
定
）

定
員　

２
５
０
人

販
売　

２
月
４
日
〜
文
化
財
課
（
産
業
文

化
セ
ン
タ
ー
６
階　

土
・
日
・
祝
日
を
除

く)備
考　

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

当
日
は
市
役
所
よ
り
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

詳
細　

文
化
財
課
☎
０
５
８
（
３
８
３)

１
４
７
５

各各か
か
み
の
さ
く
ら
え
ん

か
か
み
の
さ
く
ら
え
ん

務
野
櫻
苑

務
野
櫻
苑
同
時
オ
ー
プ
ン

同
時
オ
ー
プ
ン

　

桜
の
公
園
、「
各
務
野
櫻
苑
」
も
村

　

桜
の
公
園
、「
各
務
野
櫻
苑
」
も
村

国
座
の
南
に
同
時
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

国
座
の
南
に
同
時
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

すす
（
上
記
地
図
に
掲
載
）

（
上
記
地
図
に
掲
載
）。。

　
「
各
務
野
櫻
苑
」
は
２
０
０
種
類
の

　
「
各
務
野
櫻
苑
」
は
２
０
０
種
類
の

桜
を
集
め
て
い
ま
す
。
市
が
進
め
て

桜
を
集
め
て
い
ま
す
。
市
が
進
め
て

い
る
桜
回
廊
都
市
の
拠
点
と
な
り
、

い
る
桜
回
廊
都
市
の
拠
点
と
な
り
、

将
来
、
こ
こ
は
日
本
一
の
桜
の
名
所

将
来
、
こ
こ
は
日
本
一
の
桜
の
名
所

に
な
り
ま
す
。

に
な
り
ま
す
。

詳
細
詳
細　

水
と
緑
推
進
課

　

水
と
緑
推
進
課
☎
０
５
８（
３

０
５
８（
３

８
３
８
３))

１
５
３
５

１
５
３
５

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で

　
　
　

盛
り
上
げ
ま
す

　

21
年
度
以
降
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

で
村
国
座
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

10
月
に
は
大
修
理
の
後
初
め
て
と
な

る
地
元
小
学
生
に
よ
る
村
国
座
子
供
歌

舞
伎
と
、
岐
阜
県
地
歌
舞
伎
協
議
会
主

催
に
よ
る
「
飛
騨
・
美
濃
歌
舞
伎
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
冬
に
は
岐
阜
県
民
文
化
祭
の

「
創
作
オ
ペ
ラ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

各務小学校

各務福祉センター

おがせ街道

村国古墳公園
村国神社

太
田
川

新境川 村国座

八大白龍大神

お
   が
      せ
         池

八大龍王

地元小学生による子供歌舞伎地元小学生による子供歌舞伎
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2
月
22
日(

日)　
午
前
７
時
〜
午
後
8
時

川島ライフ
デザインセンター

●川島ライフデザインセンター
                (川島河田町1028-1)

産業文化センター

●産業文化センター
               (那加桜町2丁目186)

鵜沼市民
サービスセンター

●鵜沼市民サービスセンター
           (鵜沼羽場町2丁目150-1)

期日前（不在者）投票所

開
票
に
つ
い
て

期
日
前
（
不
在
者
）
投
票
を

　
　
　

  
市
内
３
カ
所
で
実
施

投
票
日
時

入
場
整
理
券
は

　

 

2
月
15
日
ご
ろ
発
送
予
定

投
票
が
で
き
る
方

2
月
22
日
は
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

選
挙
人
名
簿
の

　

  

登
録
基
準
日
は
２
月
　
日
14

▽
日
本
国
民
で
、
平
成
元
年
2
月
23
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
投
票
日
に
満
20

歳
以
上
）

▽
市
内
に
平
成
20
年
11
月
14
日
以
前
に

転
入
の
届
出
を
し
、
引
き
続
き
投
票
す

る
日
ま
で
在
住
さ
れ
て
い
る
方
（
基
準

日
に
住
民
基
本
台
帳
へ
の
登
録
が
3
カ

月
以
上
の
方
）

▽
欠
格
事
由
（
成
年
被
後
見
人
の
方
や

公
民
権
が
停
止
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
）

に
あ
た
ら
な
い
方

　

入
場
整
理
券
は
２
月
15
日
ご
ろ
発
送

し
ま
す
。
投
票
日
に
は
、
入
場
整
理
券

を
投
票
所
の
受
付
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
入
場
整
理
券
を
な
く
さ
れ
た
方
は

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
の
ほ

か
、
新
し
く
選
挙
人
名
簿
に
登
録
す
る

た
め
の
基
準
日
は
2
月
14
日
で
す
（
該

当
者
を
登
録
す
る
日
も
同
日
で
す
）。

　

投
票
日
に
仕
事
、
投
票
区
外
に
外
出

な
ど
の
理
由
で
投
票
所
に
行
け
な
い
見

込
の
方
は
期
日
前
（
不
在
者
）
投
票
が

で
き
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
、
期
日
前

投
票
所
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時　

2
月
16
日
〜
21
日　

午
前
8
時

30
分
〜
午
後
8
時

場
所　

▽
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
・
6
階

第
2
会
議
室

▽
鵜
沼
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
1

階
会
議
室

▽
川
島
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
・

1
階
ホ
ー
ル

持
参
品　

入
場
整
理
券(

な
く
し
た
方

や
、
届
い
て
い
な
い
方
で
も
投
票
で
き

ま
す
）

　

任
期
満
了
に
伴
う
第
13
回
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す(

定
数
26
人
）。
告
示
日
は
2
月
15
日
、
投
票
日
は
2
月
22
日
で
す
。

皆
さ
ん
の
意
思
が
市
政
に
反
映
さ
れ
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
貴
重
な
一
票
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

2
月
22
日　

午
後
9
時
20
分
〜

場
所　

那
加
中
学
校
体
育
館
（
那
加
東

亜
町
48
）

備
考　

開
票
速
報
は
、
開
票
所
内
の
掲

示
板
で
行
い
ま
す
。
電
話
で
の
お
問
い

合
わ
せ
は
お
断
り
し
ま
す

詳
細　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎

０
５
８
（
３
８
３
）
１
１
１
９



5　　　広報かかみがはら 2009.2.1

　

市
で
は
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

分
野
で
、
国
内
外
に
お
い
て
優
れ
た
成

績
を
収
め
た
市
民
の
方
に
、
市
民
栄
誉

賞
を
授
与
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
市
民
栄
誉
賞
を
今
回
新
た
に
受

賞
し
た
の
は
、
柔
道
の
形
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
優
勝
し
た
今
尾
省
司
さ
ん
。

　

今
尾
さ
ん
は
、
全
日
本
柔
道
形か

た

競
技

大
会
で
優
勝
し
、
11
月
に
パ
リ
で
開
催

さ
れ
た
「
第※

１
回
形か
た

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」

に
出
場
。
見
事
優
勝
し
、
歴
史
に
そ
の

名
を
刻
み
ま
し
た
。
こ
の
快
挙
は
、
日

本
柔
道
界
だ
け
で
な
く
世
界
に
名
声
を

高
め
、
市
民
に
と
っ
て
明
る
い
希
望
を

与
え
た
こ
と
が
受
賞
の
理
由
で
す
。

　

１
月
５
日
に
は
、
授
賞
式
が
行
わ
れ

市
長
よ
り
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル今

尾
省
司
さ
ん

那
加
栄
町
在

住
。
昭
和
29
年

5
月
5
日
生
・

54
才
。
市
柔
道

協
会
所
属
。　

　

高
校
時
代
か

ら
柔
道
を
始
め

る
。
道
場
開
き

な
ど
で
形
の
模

範
演
技
を
披
露

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市
民
栄
誉
賞
に
柔
道
・
今
尾
さ
ん

し
た
事
を
き
っ
か
け
に
柔
道
の
「
形
」

に
取
り
組
む
こ
と
に
。

　

現
在
は
柔
道
7
段
。
自
ら
の
稽
古
と

と
も
に
後
進
の
指
導
も
こ
な
し
、
日
々

情
熱
的
に
柔
道
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

※
形か

た

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

　

国
際
柔
道
連
盟
（
Ｉ
Ｊ
Ｆ
）
が
主
催

す
る
国
際
大
会
。
柔
道
の
形
の
ス
ピ
ー

ド
、
力
強
さ
、
美
し
さ
な
ど
を
競
う
。

「
投な

げ

」、「
固か

た
め」、「
極き

め

」、「
柔じ

ゅ
う」、「
護
身
術
」

の
5
部
門
が
あ
る
。

詳
細　

秘
書
広
報
課
☎
０
５
８
（
３
８

３
）
１
１
１
１
内
線
２
１
０
０

森　真
～安心・安全の都市～

消防出初式

　

新
春
1
月
11
日
（
日
曜
日
）、
各
務

原
市
消
防
出
初
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

蘇
原
中
央
町
の
中
心
道
路
で
寒
風

の
中
、
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
行
進
や

消
防
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ま
と
い
を

高
々
と
あ
げ
、
伝
統
の
古
式
豊
か
な

消
防
半は

っ
ぴ被
姿
の
〝
ま
と
い
隊
〞
を
先

頭
に
消
防
団
７
０
０
人
、
消
防
職
員

が
勢
い
よ
く
整
然
と
分
列
行
進
。
消

防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
、
危
険
物
処
理

サ
ポ
ー
ト
隊
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
が

続
き
ま
す
。
そ
の
あ
と
に
化
学
車
、

は
し
ご
車
、
タ
ン
ク
車
な
ど
各
消
防

車
、
各
消
防
団
の
消
防
車
両
が
続
き

ま
す
。

　

そ
の
後
、
市
民
会
館
内
に
入
り
、

式
典
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

殉
職
消
防
団
員
に
対
す
る
黙
と
う

の
あ
と
、
出
初
式
に
当
た
り
、
市
長

式
辞
、
消
防
団
長
訓
示
、
消
防
長
訓

示
が
行
わ
れ
、
会
場
は
屋
外
整
列
の

延
長
で
す
か
ら
静
粛
そ
の
も
の
で
す
。

　

各
種
の
褒
賞
や
表
彰
が
行
わ
れ
、
最

後
に
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
、
少
年
防
火

ク
ラ
ブ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
消
防
団
員
が
減
少
し
て

い
る
中
、
お
か
げ
さ
ま
で
本
市
は
少

づ
つ
増
え
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
各
々
勤
務
の
関
係
か

ら
一
気
に
集
合
は
で
き
ま
せ
ん
。
大
山

林
火
災
の
経
験
か
ら
、
私
は
消
防
団

の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
を
中
心
に
「
各
務
原

市
消
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
」
を
創
設

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
現
在
３
０
５

人
で
す
。
大
災
害
時
な
ど
に
対
す
る

備
え
、
そ
の
機
敏
さ
と
瞬
発
力
が
、

災
害
を
最
小
限
の
被
災
に
と
ど
め
ま

す
。「
初
動
態
勢
」、「
機
動
力
」
そ

し
て
「
お
隣
近
所
の
助
け
合
い
」
の

3
つ
が
大
切
で
す
。

　

従
来
2
つ
の
小
学
校
区
で
防
災
訓

練
を
行
っ
て
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら

全
小
学
校
区
で
市
民
ぐ
る
み
の
防
災

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
の
自
主
防
災
組
織
も
現
在

１
０
０
％
に
達
し
ま
し
た
。

　

安
心
・
安
全
は
都
市
の
第
一
の
要

件
で
す
。
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2 月 7日 (土) は市役所本庁舎の自動交付機を休止します

　本庁舎の受電設備の点検のた
め、市役所北玄関横に設置の自
動交付機は 2 月７日（土）終
日稼動休止します。

　なお、アピタ各務原店、イオン各務原ショッ
ピングセンターに設置の自動交付機は平常ど
おり（開店～午後 9時）利用できます。
詳細　市民課☎ 058-383-1078

所得税の申告相談

　所得税の確定申告書を自分で
記載するためのアドバイスを行
います。記載した申告書は、そ
の場で提出することもできま
す。
【各務原会場】
日時　2月12 日～ 27日  9:30
～ 16:00
場所　産業文化センター「あす
かホール」（那加桜町 2）
備考　 ▽確定申告の無料税理士
相談会も同時開催します (2 月
16日～ 27日　9:30～ 12:00、
13:00 ～ 16:00) ▽なるべく公
共交通機関でご来場ください ▽

車でお越しの方は、市民公園駐
車場、学びの森駐車場などの市
役所周辺公共駐車場をご利用く
ださい（駐車料金は 2 時間ま
で無料、2時間以降は 1時間に
つき 100円）
【岐阜会場】
期間　2 月 12 日～ 3 月 16 日
（2月22日、3月1日のみ日曜日
にも申告相談を行います）
時間　9:00 ～ 17:00
場所　マーサ 21南館 4階マー
サホール（岐阜市正木中 1）
【共通事項】
備考　 ▽相談は土・日曜日を除
く ▽相談受付を早めに終了する
ことがあります ▽申告書の提出
は郵送可 ▽住民税（市民税・県
民税）の申告相談は、市役所税
務課で行います。詳しくは、2
月 15 日号の広報紙をご覧くだ
さい
詳細　岐阜南税務署☎ 058-27
1-7111、市役所税務課☎ 058-
383-1114

　償却資産の申告はおすみにな
りましたか。まだ申告されてい
ない方は、至急申告してくださ
い。なお、資産の内容が前年と
変わらない場合でも申告書の提
出が必要です。
　また、新規に事業を開始され
た方は、全資産の申告が必要と
なります。申告書を提出された
方で訂正のある方は、早めにお
知らせください。
備考　償却資産とは、土地・家屋
以外で事業を営むために所有し
ている資産（構築物・機械および
装置・船舶・航空機・車両および
運搬具・工具・器具
および備品）です
詳細　税務課☎ 05
8-383-4740

償却資産の
申告について

2 月の市税休日・夜間
納税相談

　

市では毎月、休日と夜間に市
税の納税相談窓口を設けていま
すので、ご利用ください。△

休日相談日時＝2月 8日（日）
9:00～17:00△

夜間相談日時＝2月10日(火)、
12日(木)、26日(木)、27日（金）
17:15 ～ 20:00
場所　市役所本庁１階税務課
備考　本庁舎北側地下入口から
お入りください
詳細　税務課☎058-383-4773

住民登録は正しく
行われていますか

　住民登録は、氏名、生年月日、
住所、性別、世帯主との続柄な
どが記録され、各種行政サービ
スを行う基となるものです。正
しく登録をしていないと行政
サービスを受けることができな
い場合があります。
　引っ越しなどで、住所や世帯
内容の変更があった方は、速や
かに届出を行ってください。
詳細　市民課☎058-383-1078

パソコンで確定申告
「イータックス」

　国税の申告や納税に、「イー
タックス」をご利用ください。
　ご自宅などのパソコンから確
定申告ができ、大変便利です。
【イータックスの利点】△

添付書類の提出が省略できる△

還付金がスピーディー（3週
間程度）

△

最高 5千円の税額控
除（平成 19 年分、20 年分のい
ずれか 1回限り）

△

申告期間中
は24時間受付（3月16日まで）
【イータックス用「電子証明書」
の取得はお早めに】
　イータックス利用には事前に
「電子証明書」が必要です。
　確定申告の期限が近づくと窓
口が大変混雑するため、お早め
に手続をしてください。
【共通事項】
詳細　

△

イータックス=岐阜南
税務署☎ 058-271-7111、ホー
ムページ http://www.e-tax.nt
a.go.jp

△

電子証明書の取得 =
市民課☎ 058-383-1078

今月の納税 
3月 2日（月）まで

固定資産・都市計画税        4 期
国民健康保険料                9 期
介護保険料        　　　　2月分
後期高齢者医療保険料　    8 期
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　所得税は、納税者の方自らが
1年間の所得金額と納めるべき
税額を翌年の確定申告期間中に
申告し、納めることになってい
ます。今年の申告受付は、2月
16 日～ 3 月 16 日です。申告
期限間近になると、窓口が大変
混雑しますので、できるだけ早く
申告するようにしてください。
【確定申告をしなければならない方】
●事業所得、不動産所得などが
あり、平成 20年分の各種所得
金額の合計額から配偶者控除、
配偶者特別控除、扶養控除、基
礎控除などの所得控除額を差し
引き、その金額を基に算出した
税額が配当控除額より多い場合
●給与所得がある方は、次のい
ずれかに該当する場合

▽給与などの収入金額の合計額
が 2000 万円を超える場合

▽１カ所から給与などの支払い
を受けており、給与所得および
退職所得以外の各種所得金額の
合計額が 20万円を超える場合

▽ 2 カ所以上から給与などの
支払いを受けており、年末調整
されなかった従たる給与などの
収入金額と主たる給与所得や退
職所得以外の各種所得金額との
合計額が 20万円を超える場合
【所得税の還付】
　確定申告をしなくてよい方で
も、次のいずれかに該当する方
で、源泉徴収された税金や予定
納税をした税金が納め過ぎにな
っている場合は、確定申告をす
ることにより税金の還付を受け
ることができます。

▽所得が少なく、総合課税の配

当所得や原稿料などがある場合

▽給与所得や退職所得があり、
雑損控除、医療費控除、住宅借
入金等特別控除などを受けるこ
とができる場合

▽年の中途に退職して、年末調
整を受けられなかった場合

▽予定納税をしたが、廃業などで
確定申告の必要がなくなった場合
【譲渡所得】
　個人が所有している土地や建
物を売ったときの所得を分離課
税の譲渡所得と言い、他の所得
と区分して税金を計算します。
　譲渡所得は、マイホームを売っ
たときや土地収用法の収用事業
の認定を受けた公共事業のため
に、国や地方公共団体に土地や
建物を売ったときなどに、課税
の特例により税額が軽減される
ことがあります。このような特
例の適用を受けるためには、確
定申告をすることが必要です。
詳細　岐阜南税務署☎ 058-27
1-7111、市役所税務課☎ 058-
383-1114

住宅ローン控除額が
引ききれなかった方

　税源移譲で所得税が
減額され、控除できる
住宅ローン控除額が減
る場合があります。
　所得税から控除しきれなかっ
た額は、翌年度の住民税から控
除できます。
対象　平成11年１月１日～18年
12 月 31 日に入居し、税源移譲
で所得税額が減少した結果、住
宅ローン控除額が所得税額より
大きくなり控除しきれなくなっ
た方
控除額　平成 20 年分の所得税
の住宅ローン控除可能額、また
は税源移譲前の税率で算出した
平成 20 年分の所得税額のいず
れか少ない額から税源移譲後の
税率で算出した平成 20 年分の
所得税額を差し引いた額
申告方法　 ▽確定申告書を提出
する方＝税務署へ確定申告書と
ともに、住宅借入金等特別税額
控除申告書を提出 ▽給与収入の
みで確定申告書を提出しない方
＝住民税課税地（平成 21 年１
月１日現在の住民登録地）の市
町村窓口へ源泉徴収票原本 (住
宅借入金等特別控除可能額の金
額が記載されているもの）を添
付して、住宅借入金等特別税額
控除申告書を提出
備考　 ▽申告書は税務課、市民
サービスセンター、川島振興事
務所、税務署、6ページの申告相
談会場に設置 ▽申告書は申告方
法により様式が異なります ▽居
住年に応じた控除期間により、最
長平成28年まで、毎年申告が必要
詳細　税務課☎058-383-1114

所得税の確定申告が
始まります

事業主の方へ
特別徴収のご案内

　

特別徴収は、所得税の源泉徴
収を行う事業主に義務付けられ
た地方税法上の制度です。事業
主の方が従業員の方の市・県民
税を給与天引きし、毎月、市へ
納入していただく方法です。こ
れにより、従業員の方が金融機
関などへ納税に出向く手間も省
くことができます。
　特別徴収へ移行する際の具体
的な手続きについては、税務課
へお尋ねください。
詳細　税務課☎058-383-1111
内線 2326↑

↑
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交通災害へ見舞金

　市では交通事故が原因で亡く
なったり、けがで入院した方に
見舞金を支給しています。申請
は事故発生から 1年以内です。
対象　

△

歩行中または自転車に
乗車し事故に遭われた方

△

事故
遭遇時、市内に住所があり、住民
基本台帳に記録または外国人登
録原票に登録されている方

△

被
害者に重大な過失または自己の
故意による犯罪行為がないこと
【災害区分･支給額】
死亡のとき　災害発生後 7 日
以内に死亡した方＝ 30万円
傷害のとき　

△

入院 90 日以上
の治療を要したものおよび事故
発生から 7日経過後の死亡（災
害を受けた日から 30日以内に
入院していたものに限る）＝ 5
万円

△

入院 14 日以上 90 日未
満の治療を要したもの（災害を
受けた日から 30日以内に入院
していたものに限る）＝3万円
必要書類　交通事故証明書 (県
庁内自動車安全運転センター☎
058-274-1000 で発行)、死亡
診断書または入院証明書（各書
類写し可）、申請者名義の普通預
金口座番号（ゆうちょ銀行は除
く）
備考　

△

戸籍の写しなどの書類
が必要になるときがあります
申込と詳細　印鑑と必要書類を
持参し、防災交通課☎ 058-38
3-1190

文化活動事業
助成制度

　市では文化振興を図るため、
下記の要件に該当する団体の事
業に助成を行います。
対象　以下のすべての条件にあ
てはまる方

△

団体などの規約が
ある

△

団体の事務所が市内にあ
る

△

年間を通じ、開催する事
業の総額が 20万円以上の事業
（発表会、公演など）を行って
いる

△

会員数が 30人以上
助成金額　限度額 5万円
助成期間　同一団体・同一事業
について 3年
申込と詳細　申請書に必要事項
を記入し、2月 27 日までに団
体の規約および会員名簿（任意
様式）を添えて、木曽川学研究
所☎ 058-383-1042

　桜体育館(旧岐阜女子商業高校
校舎体育館、那加手力町 41) 利
用時の受付場所が変わります。
受付場所　

△

3月31日まで=ス
ポーツ課

△

4 月 1 日～那加西
福祉センター（那加手力町 60）
備考　管理は施
設振興公社が行
います　
詳細　スポーツ
課☎ 058-383-
1231

桜体育館利用時の
受付場所が変更に

資格　市内在住、在勤の方9人
以上で編成されたチーム
登録料　5000 円
申込と詳細　2月 15日までに
各支部長▷那加支部＝江口☎
058-389-1278▷稲羽支部 (川
島地区を含む )＝後藤☎058-3
86-8056 ▷鵜沼支部＝加藤☎
058-384-6771 ▷蘇原支部＝
松橋☎ 058-383-3201

ソフトボール
チームの登録

【軟式野球チーム登録】
資格　市内在住、在勤の方 10
人以上で編成されたチーム
登録料　8500 円
【審判員】
資格　審判技術の修得に熱意の
ある 20歳以上の方
【共通事項】
申込 　2月15日(日)の10:00～
12:00 に那加福祉センター（那
加雲雀町 15）
詳細　市軟式野球連盟・藤本☎
058-384-6416

軟式野球連盟チーム、
審判員の登録

犬とくらす
マナーを守ろう

　道路などに放置さ
れた犬のフンは悪臭
の原因になり、気持
ちのいいものではあ
りません。愛犬の散
歩時は、ビニール袋などを持参
し、必ずフンを持ち帰りましょう。
　スコップで土をかけるだけで
は、始末とはいえません。愛情と
責任をもった飼いかたで、近隣
に迷惑をかけないようにしま
しょう。
詳細　岐阜保健所☎ 058-380-
3003

　今年 3 月に中学校を卒業さ
れる母子・父子家庭の児童に、
市と市社会福祉協議会、および
母子寡婦福祉会の共催で記念品
を贈呈します。
申込と詳細　2月 13日までに
子育て支援課☎058-383-1131

母子･父子家庭の
中学卒業児童に記念品

日時　2月 10日
（火）　13:30 ～
17:30
場所　産業文化
センター 7階
対象　お子さんが不登校、不登
校傾向、集団になじめない、学
校嫌いなどでお悩みの市内在住
の保護者
相談員　臨床心理士
申込と詳細　電話であすなろ相
談室☎ 058-383-1487

予約制
不登校相談
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市有地を
公売します

【1号物件】

所在地番　蘇原東島町 3 丁目
120番 1
地目・地積　雑種地　85.66 ㎡
入札最低価格　364万 5322円
【2号物件】　
所在地番　蘇原東島町 3 丁目
120番 3
地目・地積　雑種地　107.52㎡
入札最低価格　457万5590 円
【3号物件】　
所在地番　蘇原持田町 5 丁目
17番 1
地目・地積  宅地　3138.24 ㎡
入札最低価格   1億882万8621円
【4号物件】　
所在地番　川島小網町字標場東
2144 番 41
地目・地積　宅地　412.59 ㎡
入札最低価格　1307万9103円
【5号物件】　
所在地番　川島小網町字前河原
2146 番 72
地目・地積  宅地　719.90 ㎡
入札最低価格　2390万 680円
【6号物件】　
所在地番　川島小網町字前河原
2150 番 17
地目・地積  宅地　638.73 ㎡
入札最低価格   2248万3296円
【7号物件】　
所在地番　川島河田町字西光坊
473番 43
地目・地積　雑種地　286.68㎡
入札最低価格　794万 4607円
【共通事項】
受付日時　2月 2日～ 27 日の
9:00～17:00（土、日、祝日は除
く）
受付場所　契約管財課
開札　3月 2日（月）10:00～
市役所 4階第 3会議室
備考　

△

申込用紙は、契約管財
課で配布します

△

最高額で申し
込んだ方を落札者とし、同額の

場合は抽選とします
△

落札者と
は決定通知後 14 日以内に売買
契約を結び、土地購入代金の支
払は、契約日から 50 日以内の
一括払いとします

△

土地購入代
金のほか、移転登記費用、印紙
税などの費用が別途必要です
詳細　契約管財課☎ 058-383-
1467

　県では毎年 5月に交通遺児
に対し激励金を贈っています。
対象　交通事故によって、それ
まで生計を共にしていた父また
は母を亡くされた方で、義務教
育終了までの方、高等学校在学
中の方（20歳未満）
備考　交通遺児となった後、養
子縁組した方、父または母が再
婚し生計を共にする事となった
方は除く

△

該当する方には市交
通安全対策協議会からも激励金
が贈られます
激励金の額　1人当たり

△

乳幼
児・小学生＝１万 5000 円

△

中
学生＝ 2 万円

△

高校生＝ 2 万
5000 円
申込と詳細　防災交通課☎ 05
8-383-1190

交通遺児に激励金

↑

↑

　市では、
市税の滞納
金に充てるため、差し押さえた
不動産の公売を実施します。
【売却区分番号　各1】
所在地番　各務山の前町 4 丁
目 209番
地目・地積　雑種地　161㎡
最低公売価格 (公売保証金 )
80 万円（10万円）
【売却区分番号　各2】
所在地番　那加北洞町 1 丁目
375番
地目・地積　田　523㎡
最低公売価格 (公売保証金 )
332 万円（35万円）
【売却区分番号　各3】
所在地番　川島緑町４丁目95番
地目・地積　畑　441㎡
最低公売価格 (公売保証金 )
1100 万円（110万円）
備考　表示は登記簿によります
【共通事項】
日時　3月 17日(火)　10:00～
10:20
場所　産業文化センター 2 階
第 4会議室 (那加桜町 2)
備考　

△

滞納市税完納などによ
り、公売が中止される場合があ
ります

△

公売財産の表示が「田」
「畑」の場合には、入札への参
加にあたり、市農業委員会が発
行する「買受適格証明書」（農
地を買受できる資格があること
の証明）の提出か呈示が必要で
す。証明書の発行は、農業委員
会の審査が必要ですので、入札
に参加する場合は、2月 17 日
までに農政課内農業委員会事務
局☎ 058-383-1129( 産業文
化センター 5 階 ) に証明願を
提出してください

△

各種様式な
どを市ウェブサイトにも掲載し
ています
詳細　税務課☎058-383-4773

みんなで
「エコニコ各務原」!

　地球にも家庭にもやさしいエ
コライフを、笑顔で実践しま
しょう。「もったいない」の心
がけで、ライフスタイルを見直
してみませんか。
【エコライフへの一例】△

電気をこまめに切る

△

マイ
カー利用方法の見直
し

△

食材のムダを省
いてゴミ減量

△

ブラ
インドやすだれ、ペ
アガラスなどで冷暖
房効率をアップなど
詳細　生活環境課☎
058-383-4232

差押財産を
公売します
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　市では勤労者の日常生活に必
要な生活資金の融資制度があり
ます。ご利用ください。
【勤労者住宅資金融資制度】
資金使途　新築、増改築、分譲
住宅（中古含む）購入、土地購
入 (建築に伴うもの )資金
融資額　1世帯につき50万円～
1500 万円
融資期間　25年以内
貸付利率　年利 2.66％ ( 保証
料別 )
返済方法　元利均等月賦返済
（ボーナス併用可）
【勤労者生活資金融資制度】
資金使途　教育費、出産費、医
療費、冠婚葬祭費、生活必需品
の購入資金など
融資額　1世帯 150万円以内
融資期間　5年以内（育児休業
中は 6年以内）
貸付利率　年利2.43％、2.81％
（保証料別）
返済方法　元利均等月賦返済
（ボーナス併用可）
詳細　商工振興課☎ 058-383-
9912

ご利用ください
小口融資制度

　中小企業の経営安定を目的と
した融資制度です。
対象　 ▽市内に１年以上住所を
有し同一事業を１年以上営む方

▽常勤従業員 20人以下 ▽県信
用保証協会の保証対象業種を営
む方 ▽市税を完納している方 ▽

過去の借入実績などが優良で計
画的な返済ができる方
資金使途　運転資金、設備資金、
運転設備資金
融資額　1250 万円以内
融資期間　８年以内
貸付利率　 ▽県信用協会の保証
残高が1250万円を超える場合
またはサービス業で従業員が６
人以上の場合は年 1.15％ ▽上
記以外は年 0.75％
保証料率　0.45％～ 2.2％
返済方法　元金均等月賦返済ま
たは一括返済
備考　 ▽連帯保証人は原則不
要。ただし経営状況などで必要
な場合あり ▽利子、保証料は、
条件により市の補助あり (緊急
経済対策として、平成21年１～
9月決定分は保証料全額補助 )
詳細　商工振興課☎ 058-383-
9912

労働災害を
防止しましょう

　労働災害事故が増えていま
す。労働災害は本人はもとより、
家族、職場、会社に計り知れな
い影響を与えます。
　経営者の方は、危険な箇所や、
危険作業が行われていないか徹
底点検し、安全な職場を作って
ください。従業員の方は作業を
行う前に必ず正しい作業手順を
確認し、ルールに従った作業を
行うよう心がけましょう。
詳細　岐阜労働局☎ 058-245-
8103

女性の再就職希望者
支援事業

　(財)21 世紀職業財団では、
育児・介護などで退職し、再就
業を希望する女性の支援を厚生
労働省の委託で行っています。
　財団に登録すると、下記の支
援を受けることができます。ぜ
ひ、ご活用ください。
内容　 ▽面接マナーや自己ア
ピール法などを学べるセミナー
への参加 ▽再就職に役立つ情報
誌送付 ▽専門コンサルタントに
よる個別面談と再就職プラン作
り支援
詳細　(財)21 世紀職業財団☎
058-266-5033

各務野各務野
ボランティアボランティア
情報情報

◆ぜひご参加を！

書きそんじはがき 1枚の
ボランティア活動

　世界には末就学の子どもが約
７千万人、読み書きのできない
成人が７億８千万人います。こ
の人たちに「学びの場」を提供す
るため「書きそんじはがき」（未
使用・古はがき）を集めています。
受付期限　3月 31日（火）
受付場所　市内の幼・小・中・高・
各務原養護、ライフデザインセ
ンター、市役所総合案内、産業
文化センター案内、ユネスコ協
会事務局ほか
詳細　各務原ユネスコ協会☎ 0
58-382-0218

広畑野口遺跡B地区
「発掘調査報告書」刊行

　広畑野口遺跡は、蘇原の歴史
を物語る重要な遺跡。室町～江
戸時代にかけて造られた複数の
遺構が新たに見つかり、須恵器、
瓦、陶器類などが出土しました。
【発掘調査報告書を販売します】
体裁　A4版　142ページ
費用　1600 円
販売場所　中央図書館 3 階埋
蔵文化財調査センター (那加門
前町 3)
【広畑野口遺跡Ｂ地区企画展】

　展示室では、古代瓦や山茶碗、
大
おおがめ

甕などの展示をしています。
ぜひ、お立ち寄りください。
詳細　埋蔵文化財調査センター
☎ 058-383-1123

ご利用ください
勤労者融資制度
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消防功労者を表彰

　1月に市民会館で出初式が行
われ (19 ページ参照 )、式典で
は次の皆さんが消防功労者とし
て表彰されました (敬称略）。
【消防庁長官報償】　片山博志、
白木知之、本郷辰彦、勝野仁司、
髙桑守、遠藤猛
【県知事報償】野田健、尾関淳、
二宮照嘉、小川宏和、大宮時雄、
村井七郎、橋本高広、苅谷卓朗、
横山博史、河村直治、野田貴人、
清水大作、野田勝大、横山稔晃、
栗本和浩、長縄竜矢
【消防庁長官表彰】　永年勤続功
労章＝片山博志
【県知事表彰】　

△

永年勤続功労章＝廣瀬民昭、
伊神悟

△

勤続功労章＝牧田光宏、
川島茂雄

△

功労章＝木野村文彦、
稲垣浩、竹味活義、遠藤嘉民、水
野栄親、岡部吉宏、脇田量普

△

感謝状 ( 社会貢献事業所 )＝日
本毛織 (株) 岐阜工場

△

消防団
員優秀家族賞＝前田敬子、松田
真由美、足立淳江、坂井達美、岡
部真弓、野田美穂子、亀山かおる
【岐阜振興局長表彰】

△
功績章＝田中貴幸、山口将英、
横山辰己、早川健、宮田浩聡、足
立英基、小田祐三、横山美帆
【日本消防協会長表彰】

△

精績章＝植村晃雄

△

勤続章＝
伊神保司、奥村政広

△

功績章＝
牧田光宏、奥村政広
【県消防協会長表彰】

△

勤労章 (15 年 )＝平松広充、
林竜宏、大堀直樹、遠藤嘉民、
水野栄親、勝野裕二、石黒敬英、
土屋健、岡部吉宏、坂井達美

△

功績章＝川上伸、奥村宗道、縣寛、
横山邦康、坂井節子、片桐博明、
小栗建二、久保田健一、坂井良浩、
河合康仁、熊澤哲也、野田佳伯
【市長表彰】

△

感謝状 ( 自主防災活動 )＝住

吉町自治会、大野町自治会

△

同 (
内助功労者 ) ＝木野村亜希、
瀬川道代、兼松明美、稲垣弘美△

表彰状＝磯谷和憲、縣寛、白
石正和、小林淳一、長瀬徹、野
原満、吉田利一、藤井政憲、遠
藤浩一郎、牧田秀敏、小島貴春、
澤田泰佳、二宮済芳、加藤弘之、
阿部敬一、矢野誠二、沖田哲也、
竹山和良、坂井裕幸、金武雄司、
飯沼宏行、足立日出男、新田慎、
今田陽士、島本和生、田中信幸、
脇田芳正、永田康善、小野木隆朗
【市消防協会長表彰】△

勤続章 (15 年）＝平松広充、
林竜宏、大堀直樹、遠藤嘉民、
水野栄親、勝野裕二、石黒敬英、
土屋健、岡部吉宏、坂井達美△
勤続章 (10 年）＝横山邦康、

野原満、余頃真司、坂井節子、
山口将英、横山辰己、亀山峰愛、
左高哲也、後藤重文、鎌部孝行、
棚橋正則、野田敏幸、尾関敏文、
脇田多聞、脇田芳正、松井誠子△

功労章＝奥村宗道、畑佐智樹、
長尾茂樹、長瀬康広、海津丈博、
笠原浩作、竹市貴浩、坂井紀元、
尾関光一郎、林宗範、坂井輝彦、
内山猛、梶浦伸介、五島竜一、
浅野充、恒松幸弘、熊澤宏泰、
和田克利、苅谷達也、河田茂樹、
小野田洋、奥村真人、岩井利明、
今井守、矢形政裕、岩田圭介、
林隆一、加藤哲也、杉浦直樹、
足立雅哉、沢井満徳、福地康博、
苅谷有我、木野村広、永田誠也
【市消防長表彰】
感謝状(内助功労者）＝川上伸江、
平光三紀子、奥村あけみ、山田陽
子、川島孝子、海津道子
【市消防団長表彰】

△

（内助功労者）=宮﨑美春、新田
美代子、岩田和江、大野智子、松井
智已、岩田佐千子、粟野美由紀、
森香織、宮崎容子、長谷川美夜子△

表彰状(市消防団長）＝岩佐康弘、
川瀬敏仁、岩田雅司、松岡宏昌、
山口雅弘、松波宏泰、加藤健、小林

正文、長縄昌規、佐藤崇史、児玉
久、洞田重治、坂井哲郎、増澤勤、
坂井桂一、富永健一郎、田中聖次、
丹羽克元、興山文彦、仙石靖、小島
淳一、村島新一、多和田真樹、永
縄敏治、松井秀行、大野真男、岩
田伸介、新田涼、岡崎元、林忠司、
勝野誠、横山元洋、阿部雄介、小林
義功、加藤鎌矢、加藤昌彦、棚橋健
二、松久茂彦、瀬嵩堅一、金武真
吾、金武利幸、桃井日朗隆、林宏
美、安積朋仙、奥村和豪、三島貴
子、河合香
【県少年消防クラブ運営指導協
議会長表彰】

△

表彰旗＝中央小学校少年防火
クラブ

△

竿頭綬＝鵜沼第三小学
校少年防火クラブ、緑苑小学校
少年防火クラブ

△

優良クラブ指
導者＝林茂男（那加第二小学校
少年防火クラブ）
【市少年婦人防火委員会長表彰】
表彰状＝那加第二小学校少年防
火クラブ
【県女性防火クラブ運営協議会
長表彰】
感謝状＝酒井節子、水野妙子、
奥村信子、坂井孝子
詳細　消防本部総務課☎ 058-
382-3136

↑

↑

↑

↑

　「ねんきん特別
便」に関する詐
欺が多発してい
ます。
　不審な訪問者や電話などが
あったら、その場で対応せず、
相手の所属と氏名、連絡先を聞
きとり、岐阜南社会保険事務所
にお問い合わせください。
備考　「ねんきん特別便」の回
答がないことで、現在受給して
いる年金が停止されることはあ
りません
詳細　岐阜南社会保険事務所☎
058-273-6161

「ねんきん特別便」
詐欺にご注意を



受付時間　13:00 ～ 13:30
内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談
【11か月児健康診査】

期日 場所 対象出生児

3月 23日（月） 総合福祉会館 平成 20年
4月3月24日（火）あさひ子ども館

受付時間　13:00 ～ 13:30
内容　医師の診察、身体計測、
歯科･栄養･育児などの保健相談
【1歳 6か月児健康診査】
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3 月の
乳幼児健康診査

受付時間　13:00 ～ 13:30
内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　▷歯みがきをしてお出か
けください（歯の汚れの検査あ
り）▷当日、幼児フッ素塗布受
診票を発行（1人 1回分、無料）

【4か月児健康診査】
期日 場所 対象出生児
3月3日
（火） 総合

福祉会館

平成20年10月1日～19日

3月4日
（水） 平成20年10月20日～31日

3月5日
（木）

あさひ
子ども館 平成 20年 10月

→

3 月の「愛の献血」

期日 受付時間 場所
3月2日
（月）

9:30～12:00
13:00～16:00

市役所正面玄関
前（定期街頭）

3月　5日
（木）

14:00～17:00
テクノプラザ
本館 5階玄関前

3月10日
（火）

9:00～11:30 ヤマワ本店

13:30～16:30 東海中央病院

3月11日
（水）

9:30～12:00
13:00～16:00

イオン各務原店

期日 場所 対象出生児
3月9日
（月） 総合

福祉会館

平成19年
8月1日～16日

3月10日
（火）

平成19年
8月17日～31日

3月11日
（水）

あさひ
子ども館 平成 19年 8月

期日 場所 対象出生児
3月16日
（月） 総合

福祉会館

平成18年
2月1日～13日

3月17日
（火）

平成18年
2月14日～28日

3月18日
（水）

あさひ
子ども館 平成 18年 2月

【3歳児健康診査】

受付時間　13:00 ～ 13:30
内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、身体計測、個別相談
備考　2月中旬に郵送する「目と
耳に関するアンケート用紙と尿
を入れる容器」をご持参ください
【共通事項】
対象地区　

△

総合福祉会館＝那
加地区、川島地区、蘇原地区、
稲羽西小校区

△

あさひ子ども館
＝鵜沼地区、稲羽東小校区
備考　▷指定日に受診できない
場合、他会場で受診してくださ
い▷前月までの対象児で受診さ
れていない方は、今回受けてく
ださい▷健康診査の所要時間は
2時間程度▷ 2時間を超えた方
のみ駐車料補助あり（母子健康
手帳と駐車券を健康管理課へ）
持参品　母子健康手帳、母子健
康手帳別冊「あすか」の問診票
（記入してお持ちください）
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

→

2月のウェブマガジンも見てね !!

ハートフル講座

日時　2月21日（土）　13:30～
15:30( 受付 13:00 ～ )
場所　瑞穂市総合センター（瑞
穂市別府 1283）
内容　うつとの上手なつきあい方
定員　50人（申込順）
申込と詳細　地域活動支援セン
ターふなぶせ☎058-245-8168

メタボ予防講演会

日時　3 月 6日（金）　13:30 ～
15:00
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
内容　「メタボリックシンドロー
ム予防について」竹内美征・た
けうち内科院長
定員　50人（申込順）
申込と詳細　2月 20 日までに
健康管理課☎ 058-383-1115

「認知症グループホー
ムを知る」セミナー

　グループホームと家族・地域
の関わりについて講演やディス
カッションを行います。
日時　2 月 7日（土）　13:30 ～
16:35( 受付 13:00 ～ )
場所　岐阜大学医学部記念会館
（岐阜市柳戸 1）
申込と詳細　NPO法人ぎふ福祉
サービス利用者センター「びー
すけっと」☎ 058-375-3181

子どもや高齢者への
救命講座を開催

日程　2月22日（日）　 ▽ 9:00～
10:30= 家庭内の救急予防と応
急手当講座 ▽ 13:00～ 16:00=
小児用普通救命講座
場所　消防本部 (那加桜町 1)
対象　市内在住、在勤の方
定員　各 20 人（申込順・5人
未満は中止の場合あり )
申込と詳細　開催日の2日前ま
でに消防本部救急警防課☎ 05
8-382-3596

※パソコンで、市ウェブサイト http://www.city.kakamigahara.
lg.jp/ からご覧ください　

詳細　健康管理課☎ 058-383-
7570

●ぴよぴよマガジン（乳幼児をお持ちの方へ）
　＊特集「キッズと一緒にエコ生活」　＊つくってみようほか
●のびのびマガジン（小中学生をお持ちの方へ）
　＊特集「子どもたちの車いす体験」＊学校自慢「川島小学校」
●きらきらマガジン（障がいを持った方へ）
　＊特集「バリアフリー」　＊キラリさん「宮崎めぐみさん」ほか
●いきいきマガジン（高齢者の方へ）
  ＊特集「村国座」＊自慢の一品「山田志え子さんの絵画」 ほか
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　近年、体力の低下やストレ
スと思われる健康障害などが
目立ってきています。
　適度なスポーツを続ける
ことは、健やかな心と体をつ
くることにつながります。ス
ポーツに積極的に親しみ、明
るく豊かで活力のある生活を
送りましょう。

みんなの市民憲章
スポーツを楽しみましょう！

日時　2月6日（金）　13:00～
16:30( 受付は 16:00 まで )
場所　総合福祉会館(那加桜町2)
対象　65歳未満の障がい者 (身
体・知的・精神 )の方や家族
内容　主に布をたたむ軽作業体
験。希望者には就労に関する個
別相談あり
申込と詳細　地域活動支援セン
ターザールせいすい☎ 058-23
5-6080

障がい者就労体験

　

少人数のグループで分かりや
すく指導します。総合体育館や
市民プールのトレーニングルー
ムが利用できる受講証を発行し
ます。
日時　2月11日(水・祝)、18日(水)△

総合体育館＝9:30～12:00
△

市民プール＝13:30～16:00（う
ち、１回を選択）
定員　各５人（申込順）
対象　市内在住の60歳以上の方
費用　250円
備考　一般利用者の利用時間帯
に行います
申込と詳細　2 月
2 日～高齢福祉課
☎058-383-1779

シニア専用
トレーニング講習会

　

「木曽川と治水～水とのたた
かい」をテーマに講演会とパネ
ルディスカッションを行います。
日時　3月15日(日)

　

13:00～
16:30
場所　笠松中央公民館大ホール
(羽島郡笠松町常盤町 6)　
定員　300人
詳細　木曽川学研究所内木曽
川学研究協議会事務局(産業文
化センター 6階 )☎ 058-383-
1042

木曽川学
シンポジウム

中小企業
人材高度化セミナー

　企業人に必要な創造的思考能
力向上のための研修会です。
日時　3 月 7日（土）、14日（土）
いずれも9:00～17:00(全2日 )
場所　テクノプラザ本館 4 階
第 3会議室（テクノプラザ 1）
対象　市内の中小企業の経営
者、管理職、リーダーなど
定員　15人（申込順）
費用　2100 円（テキスト代）
申込と詳細　2月 1日～「企業
名、住所、受講者氏名、電話番号」
を電話かファクスで産業高度化
支援センター☎ 058-379-220
4、 058-379-0615( 申 込
は 1企業 2人まで )

商工会議所青年部
オープン講演会

　質の高いサービスとホスピタ
リティーで有名なリゾートレス
トラン「カシータ」。食の激戦
区である東京で、話題のレスト
ランに育て上げた高橋滋オー
ナーが「想いは伝わる」をテー
マに熱く語ります。
日時　2月13日（金）　19:00～
20:30
場所　産業文化センター２階第
３会議室 (那加桜町 2)　
定員　150人 ( 申込順 )
申込と詳細　商工会議所☎ 05
8-382-7101

日本語力を試そう
スピーチコンテスト

　外国籍の方の、日本語による元
気なスピーチを待っています。
日時　3月14日（土）　13:00～
17:00
場所　産業文化センター (那加
桜町 2)
対象　日本での延べ滞在期間が
5年未満で、日本語を母国語と
しない外国籍市民、または市内
に在勤在学の外国籍の方
部門とテーマ　 ▽児童の部 ▽生
徒の部 =いずれも「将来の夢」
「学校生活」「新しい故郷各務原」
「家族」 ▽大人の部 =自由
申込と詳細　2月27日までに、
スピーチ原稿と各務原国際協会
にある応募用紙を〒504-8555
那加桜町 1-69、市役所観光交
流課内各務原国際協会☎ 058-
383-1426、メール kia@city.k
akamigahara.gifu.jp

新たな屋外広告物の
規制にご意見を

　景観に多大な影響を及ぼす屋
外広告物。市は、これらを新た
に規制する景観計画案を策定し
ました。この景観計画案につい
て皆さんの意見を募集します。
縦覧場所　都市計画課、サービ
スセンター、市ウェブサイト
対象地区　 ▽４河川軸（木曽川、
境川、新境川、大安寺川） ▽坂祝
バイパス沿線
備考　電話や口頭での意見提出
は受付できません ▽お寄せいた
だいたご意見は、後日、市ウェ
ブサイトなどで公表します
申込と詳細　2月 2日～ 20日
に「住所、氏名、電話番号」を
明記し、はがきかメールで〒50
4-8555 那加桜町 1-69、都市
計画課☎ 058-383-1111 内線
2739、メール keikan@city.ka
kamigahara.gifu.jp 市民憲章推進協議会
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市民会館・文化ホール
058-389-1818

●13金ミュージカル VoL ⅩⅩⅦ
「アラジンと魔法のランプ」
2月 13日（金）　18:30 ～　文化ホール
費用／全席指定　1000円
詳細／ 13 日の金曜日コンサートの会・山田☎
058-251-0810

●生活発表会
2月 21日（土）　9:00 ～　市民会館
詳細／那加幼稚園☎ 058-383-5857

●ピアノ・エレクトーン発表会
2月 22日（日）　12:00 ～　文化ホール
詳細／松が丘音楽教室☎ 058-370-4545

●市シニア文化祭

◆寿演芸会　2月 25日（水）　14:00 ～　市民会館
出演／ ▽三味線＝加藤訓音 ▽夫婦漫才＝南平＆さや
か ▽歌謡曲＝渕上雅代
対象／おおむね 60歳以上の方
◆芸能大会　2月 26日（木）　9:30 ～　市民会館
備考／寿演芸会のみ入場整理券必要。整理券は 2月
10日の8:30～市民会館、川島振興事務所、市民サー
ビスセンター、高齢福祉課で配布（1人 2枚まで）
詳細／高齢福祉課☎ 058-383-1779

所在地／蘇原中央町2-1-8
休業日／月曜日 (祝日の場合は除く )

●中央図書館／〒 504-0911 那加門前町 3-1-3（市民公園内）
　　　　　　／2月2・9・12・16・17～20（蔵書点検）・23日は休館日
　　1・2・4階＝図書館本館 058-383-1122　3階＝埋蔵文化財調査センター 058-383-1123
●もりの本やさん 058-370-7175 ／鵜沼字石山（日本ラインうぬまの森内）／中央図書館に同じ休業
●中央ライフデザインセンター図書室 058-389-1820 ／蘇原中央町 2-1-8 ／中央図書館に同じ休業
●川島ほんの家／改修工事のため、3月末まで休館中。移動図書館をご利用ください。
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西ライフデザインセンター
058-383-1121

●春の短期講座
◆風船で楽しく作るバルーン・アート
日時／ 3月 7日（土）　9:30 ～ 11:30
定員／ 24人
費用／大人・親子 400 円、小中学生
200円 ( 材料代含 )
◆うどん打ち体験
日時／ 3月 7日（土）　9:30 ～ 12:00
定員／ 24人
費用／ 800円 ( 材料代含 )
◆春の楽しいお菓子づくり
日時／ 3月 14日（土）　13:30 ～ 15:30
定員／ 24人
費用／ 800円 ( 材料代含 )
◆わかる！デジカメのツボ
日時／ 3月 12 日、19 日、26 日の木曜日　9:00
～ 12:00
定員／ 15人
費用／ 900円
◆声に出して楽しむ朗読
日時／ 2 月 28 日、3 月 14 日、
28日の土曜日　10:00～ 12:00
定員／ 10人
費用／ 900円
【共通事項】
申込と詳細／ 2月 14 日の 14:00 ～受け付けます
ので（その時点で定員を超えた場合は抽選）、費用
を持参し、西ライフデザインセンターへ

所在地／那加桜町2、産業文化センター4階
休業日／祝日

中央図書館
058-383-1122

所在地・休業日／下記に掲載

● 3階展示ホールの催し物
◆「としくら えみ」先生と子どもたちの水彩画展
日時／ 2月 13日（金） 12:00 ～ 16:00、14日（土） 
9:00 ～ 15:00
詳細／加納☎ 058-243-1353

渕上雅代渕上雅代加藤訓音加藤訓音

南平＆さやか南平＆さやか
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各務野自然遺産の森
058-385-2773

 所在地／各務字車洞6797-1
休業日／なし

● 3月の「親と子の自然体験塾」講座
◆1日（日）　各務野自然観察ウォーク（11）～自然
遺産の森の四季・見て聞いて感じて楽しんで～
持参品／筆記用具、虫めがね、保険料 50円
◆ 8日（日）　「松ぼっくり」のクラフト
持参品／軍手、材料費・保険料 150円
◆ 15 日（日）　ネイチャー・ゲーム・春（おもし
ろ自然体験・発見）
持参品／筆記用具、材料費・保険料 100円
◆ 22日（日）　作ってみよう伝統食～草もち～
持参品／エプロン、タオル、お茶、材料費 300円
◆ 29日（日）　カブト虫の「幼虫引越大作戦」
持参品／筆記用具、空ペットボトル2リットル1本、
材料費 100円
【共通事項】
時間／ 10:00 ～ 12:00 　
定員／8、22日は30人、その他は100人 (申込順 )
対象／小学生の親子、（1、8日は大人のみも可）
費用／１講座１人受講料 300 円。講座によっては
保険料なども必要（上記のとおり）
申込／ 2月 1日～ 15日

▽往復はがきの方は「開講日と講座名、参加者全員
の住所、氏名（ふりがな）、性別、年齢、電話番号」
と、返信用にあて先を明記し、〒 504-8555 那加
桜町 1-69、ライフデザイン課へ ▽メールの方は「開
講日と講座名、参加者全員の住所、氏名（ふりがな）、
性別、年齢、電話番号、返信用メールアドレス」を
明記し、syogaigaku ＠ city.kakamigahara.gifu.
jpへ ▽市ウェブサイトはhttp://www.city.kakami
gahara.lg.jp/shizen.html から
詳細／ライフデザイン課☎ 058-383-1210
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所在地／鵜沼小伊木町4-213
休業日／月曜日（祝日の場合は翌日も）、祝日

少年自然の家
058-370-5280

● 2月のプラネタリウム
日時／2月 8日（日）　10:00 ～ 11:00、14日（土）
18:30 ～ 19:30
内容／季節の星座と星座物語、ガリレオが見た宇宙
費用 ／ 1人 100円
備考／途中入場ができません

● 2月の天体観察会
日時／2月 14日（土）　19:30 ～ 20:30
内容／冬の星座、すばるやオリ
オン星雲の観察など
備考／天候や参加人数の関係で
早めに終了する場合があります

●ファミリー宿泊デー③
　「家族で竹体験＆自然探索」
日時／3月 7日（土） 10:00 ～ 8日（日） 14:00
1 泊 2日（4 食付）
対象／年中児～大学生の子どもを含む 2人以上の
家族（年少児以下の参加は不可）
定員／ 22家族（抽選）
内容／プラネタリウム、天体観察、竹細工、自然探
索（バードウォッチングを含む）、キャンドルサー
ビス、野外炊事（竹筒ごはんカレーなど）
費用／高校生以上 3600円　中学生以下 3400円
申込／はがきに「郵便番号、住所、代表者氏名、電
話番号、参加人数、参加申込者全員の氏名（ふりが
な）、年齢、性別」を記入し、2月 13日（必着）までに、
下記の少年自然の家「ファミリー宿泊デー③」係へ
備考／ ▽抽選結果は締切後 1週間以内にはがきな
どでおしらせします ▽ 2 月 20 日の 17:00 以降は
キャンセル料が必要

川島ライフデザインセンター
0586-89-3686

●冬期短期講座
「手作りコサージュ」でステキに想い出作り
　もうすぐやってくる卒
業式や入学式…。ステキ
な想い出を演出する作品
を、親子そろって、お友
達といっしょに作ってみ
ませんか。
日時／ 2月 21日（土）　13:30 ～ 15:30
定員／ 20人（申込順）
対象／小学生以上（小学校低学年は保護者同伴）

費用／大人 1500円、子ども 900円（材料費含む）
講師／大堀順子さん
申込／ 2月 3日　9:00 ～川島ライフデザインセン
ターで受付

●どきどきわくわく人形劇「雪の小
こびと

人」
日時／ 2月 7日（土）10:00 ～ 11:00
対象／幼児～小学生向け（小学生未満は保護者同伴）
内容／「人形劇団モンメール」の人形劇「雪の小人」、
読み聞かせ会「紙風船」の絵本読み聞かせ、ジージー
中村のおもちゃとあそぼ
定員／ 100人（申込順）
申込／当日直接川島ライフデザインセンターで受付

 所在地／川島河田町1028-1
休業日／月曜日、祝日
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川島中学校

「川中音楽祭」が
成功するまで

　

今
年
度
の「
川
中
音
楽
祭
」

は「
進
ん
で
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
・

響
き
を
Ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
各
ク

ラ
ス
・
学
年
と
も
一
生
懸
命

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
当
日
は
、
練
習
し
て

き
た
成
果
を
出
せ
た
音
楽
祭

と
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
こ

の
音
楽
祭
が
無
事
に
成
功
す

る
よ
う
に
、
2
つ
の
取
り
組

み
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
つ
は
縦
割
り
交
流
で

す
。
生
徒
会
と
協
力
し
、
終

学
活
を
利
用
し
て
、
他
学
年

と
合
唱
交
流
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
交
流
で
は
、
他
学
年

の
合
唱
の
良
い
と
こ
ろ
を
取

り
入
れ
、
ま
た
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
う
こ
と
で
お
互
い

●
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ

　

平
日
の
11
時
か
ら
体
操
や
手
遊

び
な
ど
を
み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

●
2
月
の
お
楽
し
み
行
事

　

週
に
１
回
程
度
、
乳
幼
児
の
た

め
の
行
事
を
し
て
い
ま
す
。

時
間　

表
記
な
し
は
11
時
〜

【
全
館
共
通
】　

▽
3
日（
火
）＝
み
ん
な
で

ま
め
ま
き
▽
20
日（
金
）＝

お
ひ
な
さ
ま
を
つ
く
ろ
う

【
さ
く
ら
子
ど
も
館
】

▽
10
日(

火)

＝
救
急
法
を
学
ぼ
う

▽
24
日(

火)

＝
大
型
絵
本
「
で
ん

し
ゃ
で
い
こ
う　

で
ん
し
ゃ
で
か

え
ろ
う
」

【
あ
さ
ひ
子
ど
も
館
】

▽
17
日(

火)

＝
子
ど
も
劇
場
さ

ん
と
あ
そ
ぼ
う
▽
26
日(

木)

＝

ジ
ー
ジ
ー
中
村
お
も
ち
ゃ
で
あ
そ

ぼ
う

【
そ
は
ら
子
ど
も
館
】

▽
1
日(

日)

＝
お
と
う
さ
ん
も

あ
そ
ぼ
う
▽
12
日(

木)

＝
大
型

紙
芝
居
「
ぷ
く
ち
ゃ
ん
の
す
て

き
な
パ
ン
ツ
」
▽
26
日

(

木)

＝
ペ
ー
プ
サ
ー
ト

「
て
ぶ
く
ろ
」

【
う
ぬ
ま
東
子
ど
も
館
】

▽
8
日(

日)

＝
お
と
う

さ
ん
も
あ
そ
ぼ
う
▽

13
日(

金)

＝
エ
プ
ロ
ン

シ
ア
タ
ー
「
に
ん
じ
ん

さ
ん
は
な
ぜ
あ
か
い
」
▽
18
日

(

水)

＝
に
こ
に
こ
キ
ッ
ズ

15
時
〜
▽
24
日(

火)

＝
子
ど

も
劇
場
さ
ん
と
あ
そ
ぼ
う　
　

【
か
わ
し
ま
子
ど
も
館
】

▽
9
日(

月)

＝
ジ
ー
ジ
ー
中

村
お
も
ち
ゃ
で
あ
そ
ぼ
う
▽
27

日(

金)

＝
か
ん
な
さ
ん
と
大

型
紙
芝
居
▽
5
・
12
・
19
・
26

日(

木)

＝
ち
ゃ
ま
ち
ゃ
ま
絵

本
タ
イ
ム

に
合
唱
が
伸
び
る
よ
う
に
と
い

う
思
い
か
ら
行
い
ま
し
た
。
交

流
を
行
っ
た
結
果
、
１
年
生
と

２
年
生
は
、
３
年
生
の
先
輩
の

合
唱
か
ら
多
く
の
事
を
学
べ
た

と
思
い
ま
す
。ま
た
３
年
生
も
、

よ
り
良
い
練
習
の
場
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ウ
ィ
ー
ク
で
す
。
学
年
・
ク
ラ

ス
の
合
唱
が
良
く
な
っ
て
も
、

全
校
合
唱
が
向
上
し
な
け
れ
ば

「
川
中
＝
合
唱
」
と
言
わ
れ
な

い
た
め
、
こ
の
取
り
組
み
を
行

い
ま
し
た
。
呼
び
か
け
を
行
っ

て
も
な
か
な
か
人
が
集
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
自
主
的
に
来

て
く
れ
る
人
も
い
た
の
で
、
良

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
た
結
果
、「
川
中
音
楽
祭
」

本
番
で
は
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
す

ば
ら
し
い
合
唱
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
学
年
で
も
、
練

習
し
た
成
果
が
形
と
な
っ
て
表

れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
合
唱
を
ま
た
新
た
な

川
中
の
財
産
と
し
て
、
こ
の
川

中
の
伝
統
を
こ
れ
か
ら
先
も
大

切
に
し
て
い
け
る
よ
う
、
合
唱

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す

文
・
2
年　

松
川
静
華
さ
ん

●
さ
く
ら
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
８
３
）７
６
１
３

総
合
福
祉
会
館
２
階
（
那
加
桜

町
２
）
木
・
祝
日
休

●
あ
さ
ひ
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
７
０
）０
５
０
０

鵜
沼
朝
日
町
３　

月
・
祝
日
休

●
う
ぬ
ま
東
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
７
９
）１
１
７
７

鵜
沼
東
町
６　

木
・
祝
日
休

●
そ
は
ら
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
８
３
）５
２
８
５

蘇
原
野
口
町
１　

月
・
祝
日
休

●
か
わ
し
ま
子
ど
も
館

☎
０
５
８
６（
８
９
）２
６
３
４

川
島
松
原
町
４
０
５
の
５

土
・
日
・
祝
日
休

い
ず
れ
も
９
時
〜
17
時
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毎
年
春
に
な
る
と
美
し
い
花

を
咲
か
せ
る
新
境
川
堤
防
の
桜
。

「
全
国
さ
く
ら
名
所
百
選
」
に

も
選
ば
れ
、
お
花
見
シ
ー
ズ
ン

に
は
市
内
外
か
ら
大
勢
の
人
が

訪
れ
る
。　

　

桜
が
毎
年
見
事
な
花
を
咲
か

せ
る
た
め
に
は
手
入
れ
が
必
要

不
可
欠
。傷
ん
だ
枝
を
落
と
し
、

必
要
な
枝
だ
け
を
残
す
整
枝
で

桜
自
身
が
生
命
力
を
取
り
戻
し
、

美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
。

　

こ
の
桜
の
保
全
に
日
々
活
躍

し
て
い
る
の
が
「
百
十
郎
桜
保

全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
皆
さ
ん
。

活
動
は
年
間
を
通
じ
て
行
わ
れ
、

毎
月
３
、４
回
、
桜
の
管
理
に

汗
を
流
す
。

　

会
の
代
表
を
務
め
る
の
が
須

田
さ
ん
。
シ
ン
プ
ル
に
桜
が
好

き
、
と
始
め
た
活
動
は
丸
７
年

に
お
よ
ぶ
。「
好
き
だ
か
ら
桜

保
全
の
活
動
は
僕
に
と
っ
て
大

変
気
持
ち
の
い
い
時
間
。
楽
し

み
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
」。

　

須
田
さ
ん
は
那
加
在
住
。
毎

年
桜
の
季
節
に
は
、
き
れ
い
だ

と
思
い
つ
つ
も
車
の
通
行
な
ど

で
折
れ
て
し
ま
っ
た
枝
を
見

て
、
心
が
痛
ん
で
い
た
。
そ
ん

な
と
き
桜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
の
実
施
を
知
り
受
講
。
以

来
仲
間
た
ち
と
活
動
を
通
じ
、

桜
の
知
識
を
深
め
て
い
る
。

　
「
必
要
な
枝
を
選
別
し
、
し

か
も
バ
ラ
ン
ス
良
く
整
え
る
に

は
知
識
と
技
術
が
必
要
で
、
随

分
勉
強
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち

が
い
つ
何
を
す
れ
ば
い
い
か
が

分
か
っ
て
き
た
」
と
い
う
。

　

市
は
市
内
一
円
を
大
き
な
桜

の
輪
で
つ
な
ぐ
桜
回
廊
計
画
を

進
め
て
い
る
。「
地
域
ご
と
に
、

私
た
ち
の
よ
う
な
桜
保
全
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
団
体
が
育
て
ば
い

い
。
ノ
ウ
ハ
ウ
は
お
伝
え
し
ま

す
よ
」
と
心
強
い
エ
ー
ル
だ
。

　
「
目
標
は
青
森
県
弘
前
の
桜
。

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
寿
命
は
普
通

70
年
前
後
で
す
が
、
あ
そ
こ
の

桜
は
樹
齢
１
０
０
年
を
超
え
る

も
の
も
あ
る
ん
で
す
。
百
十
郎

桜
も
あ
ん
な
ふ
う
に
育
て
ば
」

と
静
か
に
情
熱
を
燃
や
す
。

「
新
境
川
堤
防
を
桜
の
咲
く
時
期
だ
け
で
な
く

　

並
木
と
し
て
気
分
の
い
い
場
所
に
し
た
い
」

「各務野地名を楽しむ会」
　

私
た
ち
の

会
は
、
地
名

に
興
味
を
持

っ
た
者
が
集

ま
っ
て
発
足

し
た
ク
ラ
ブ

で
す
。

　

平
成
９
年
以
来
12
年
目
と
な

り
、
市
内
を
は
じ
め
全
国
各
地

の
地
名
の
由
来
や
移
り
変
わ
り

な
ど
を
調
べ
て
い
ま
す
。
書
物

や
辞
典
で
の
研
究
、
実
際
に
バ

ス
旅
行
で
現
地
視
察
、
古
老
へ

の
聞
き
取
り
な
ど
地
名
と
の
出

会
い
を
通
し
、
余
生
を
楽
し
み

あ
い
人
生
の
充
実
を
は
か
っ
て

い
ま
す
。

　

去
年
7
月
に
は
、
発
足
11
周

年
を
迎
え
、
祖
先
や
父
母
や
自

分
の
出
生
地
の
地
名
に
触
れ
、

さ
ら
に
風
土
や
文
化
を
調
べ
ま

し
た
。
ま
と
め
た
冊
子
「
舫

も
や
い
」

は
子
や
孫
へ
の
贈
り
物
、
家
庭

や
親
戚
の
心
の
宝
物
と
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
出
自
は
全
国
的
で
日

本
中
が
各
務
野
の
ふ
る
さ
と
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
の
事
で
す
。

　

平
成
の
大
合
併
に
よ
っ
て
地

名
に
つ
い
て
の
関
心
が
深
ま
り

話
題
は
全
国
的
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
地
名

文
化
を
楽
し
む
人
々
の
集
団
と

し
て
、
会
員
相
互
の
絆

き
ず
な
を
ま
す

ま
す
固
く
結
び
合
わ
せ
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

楽
し
い
会
で
す
。
皆
さ
ん
を

お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

活
動
日
時　

毎
月
第
１
土
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
50
分

場
所　

西
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
（
那
加
桜
町
２
）

会
費　

年
３
０
０
０
円

詳
細　

西
村
☎
０
５
８
（
３
８

４
）２
３
８
８

　

お
詫
び
と
訂
正

１
月
15
日
号
掲
載
の
「
那
加

ヨ
ー
ガ
サ
ー
ク
ル
」
の
会
費
は

月
２
５
０
０
円
の
誤
り
で
す
。

百
十
郎
桜
保
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表

須
田　

長
良
さ
ん



木
曽
川
学
入
門
●

広報かかみがはら 2009.2.1　　　18

　

正
月
に
た
こ
揚
げ
の
風
景
を
見
る
こ
と
が
、
と
て
も

少
な
く
な
り
ま
し
た
。娯
楽
の
多
様
化
な
ど
に
伴
っ
て
、

あ
ま
り
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
農
村
を
中
心
と
し
て
盛
ん
に
催
さ
れ
た
子

供
歌
舞
伎
（
農
村
歌
舞
伎
、
村
芝
居
）
は
、
戦
後
ほ
ど

な
く
し
て
急
速
に
衰
退
し
た
娯
楽
の
一
つ
で
、
か
つ
て

犬
山
市
内
で
も
今
井
や
羽
黒
な
ど
の
地
区
で
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

戦
前
に
賑に

ぎ

わ
っ
た
歌
舞
伎
公
演

　

特
に
、
今
井
の
石い

っ
さ
く作
神
社
境
内
に
は
芝
居
の
で
き
る

廻
り
舞
台
が
あ
り
、
戦
前
に
は
地
区
住
民
に
よ
る
歌
舞

伎
公
演
な
ど
で
大
変
賑
わ
っ
た
と
の
記
録
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　

幕
末
の
こ
ろ
に
建
て
ら
れ
た
石
作
神
社
の
舞
台
は
、

日
本
民
家
園
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）
に
、
三
重
県
志
摩

市
に
あ
っ
た
船
越
神
社
の
歌
舞
伎
舞
台
（
国
重
要
有

形
民
俗
文
化
財
）
が
移

築
さ
れ
る
際
、
そ
の
一

部
を
復
元
新
調
す
る
に

あ
た
っ
て
参
考
に
さ
れ

た
ほ
ど
の
建
物
で
し
た

が
、
後
に
伊
勢
湾
台
風

で
被
害
を
受
け
た
こ
と

か
ら
取
り
壊
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
こ
の
歴
史

的
な
建
物
も
子
供
歌
舞

伎
の
華
や
か
な
公
演
自
体
も
、
犬
山
市
内
に
は
全

く
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
各
務
原
市
内
に
現
存
し
、
間
も
な
く

修
理
が
完
成
す
る
村
国
座
は
、
廻
り
舞
台
や
奈な

ら
く落
、

太た
ゆ
う
ざ

夫
座
、
花
道
な
ど
歌
舞
伎
の
上
演
に
必
要
な
設

備
が
保
存
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
文
化
財
で
す
。
以

前
は
、
こ
う
し
た
舞
台
（
芝
居
小
屋
）
が
木
曽
川

流
域
に
３
０
０
余
り
あ
っ
た
と
さ
れ
、
建
築
に
際

し
て
は
東
濃
地
方
の
木
材
が
多
く
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

木
曽
川
沿
い
の
中
山
道
を
多
く
の
人
々
が
行
き

交
う
こ
と
に
伴
い
、
江
戸
や
京
都
か
ら
入
っ
て
き

た
文
化
の
一
つ
に
歌
舞
伎
が
あ
り
、
ま
さ
に
こ
の

地
方
の
子
供
歌
舞
伎
は
「
街
道
が
運
ん
だ
文
化
」

と
言
え
る
も
の
で
す
。

激
減
し
た
保
存
団
体　

　

現
在
、
岐
阜
県
内
に
残
る
子
供
歌
舞
伎
の
保
存

団
体
は
、
往お

う
じ時
の
10
分
の
１
以
下
に
ま
で
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
公
家
や
大
名
な
ど
の
庇ひ

ご護
を
受
け

た
能
・
狂
言
と
異
な
り
、
歌
舞
伎
は
庶
民
の
間
で

育
ま
れ
た
大
衆
文
化
の
た
め
、
大
人
を
通
し
て
子

ど
も
に
も
浸
透
し
、
今
で
も
時
代
物
の
演
目
な
ど

に
根
強
い
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
子
供
歌
舞
伎
が
で
き
る
舞
台
環
境
を

備
え
た
村
国
座
は
、
犬
山
市
民
に
大
き
く
見
得
を

切
っ
て
誇
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
文
化
財
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
新
た
な
歴
史
の
舞
台
へ
と
歩
み
出

す
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

文
・
犬
山
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

■
表
紙
の
説
明

　

今
号
の
表
紙
は
「
鵜
沼
宿
」
で
す
。

市
を
東
西
に
走
っ
て
い
た
中
山
道
の
宿

場
町
と
し
て
栄
え
た
鵜
沼
宿
。
昔
の
面

影
は
、
表
紙
の
絵
に
描
か
れ
て
い
る
、

江
戸
時
代
か
ら
の
建
物
で
あ
る
「
梅
田

家
」
や
、
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
「
坂

井
家
」
あ
た
り
に
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
５
月
に
は
、
歴
史
街
道

め
ぐ
り
の
拠
点
と
し
て
江
戸
時
代
に
旅

籠
を
営
ん
だ
武
藤
家
住
宅
（
建
物
は
明

治
期
の
も
の
）
を
修
復
し
た
「
中
山
道

鵜
沼
宿
町
屋
館
」（
左
写
真
）
も
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
こ
の
町
屋
館
は
、
鵜
沼

宿
の
歴
史
を
語
る
資
料
が
展
示
さ
れ
て

お
り
、
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
細　

歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
５
８
（
３

７
９
）
５
０
５
５

廻り舞台があった建物（石作神社境内）廻り舞台があった建物（石作神社境内）

犬
山
に
も
存
在
し
た
子
供
歌
舞
伎
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  むかしの遊び体験

　　　　　　　　　　　　  書き初め大会

  消防出初め式

　　　　　　　　　　  ＶＲ地震体験教室

むかしはこんな事をして遊んだよ
　那加中央保育所で園児たちが、地域のおじいさん
やおばあさんとふれあいながら、むかしながらの遊
びを体験しました。
　まず最初に「けん玉」や「こま回し」「あやとり」
の名人が、子どもたちに妙技を披露。その後、子ど
もたちは名人からやさしく手ほどきを受けながら、
けん玉やこま回しにチャレンジしたり、すごろくや
あやとりを一緒にするなど、楽しい時間を過ごしま
した。　　　　　　　　　　　　　　　（1月 13日）

仮想空間で地震を体験
　小学生が、ＶＲ（バーチャルリアリティー）地震
体験シミュレーターで地震が起きたときの対処法を
学びました。代表者３人が装置を装着して、仮想空
間の地震で揺れる室内からの避難を体験。操作は大
スクリーンに投影され、画像を見ながらクラス全員
で地震発生時の行動について真剣に考えました。
　体験した児童は、「ふつうはパニックになってしま
う。深呼吸して冷静に対応したい」と防災への意識
を高めていました。　(1月 13日　蘇原第二小学校 )

一文字、一文字、慎重に
　八木山小学校では、日本の伝統文化に親しもうと、
琴と尺八の演奏者を招き、演奏を鑑賞しました。そ
の後、琴と尺八の生演奏が行われる中、5・6 年生
98人が体育館で書き初めを行いました。
　子どもたちは、真剣な表情で真っ白な半紙と向か
い合い、精神を統一。冬休み中に自宅で練習した課
題の「希望の春」「創造する心」に取り組みました。
　「演奏のおかげでとてもリラックスできました」「練
習の成果が発揮できました」と書き上げた書き初め
にとても満足していました。　　　　　　（1月8日）

各務原消防の士気を鼓舞 !
　消防出初め式には、消防職員、消防団員、女性防
火クラブ員ら約 1200人と消防車両 71台が参加。消
防音楽隊の先導で、中央小学校より市民会館までを
分列行進しました。
　その後の式典では、長年消防団活動に尽力された、
200 人の消防関係者が県知事、市長、団長、消防長
の表彰（11ページに掲載）を受けました。
　式典後には、駐車場でレスキュー訓練や消防団に
よる一斉放水が披露されました。　　　(1月 11日）
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市人口 /150,282人〔男 74,519人 女 75,763人〕世帯数 /54,903世帯　（平成21年 1月 1日現在）

民ギャラリー市
書「花意竹情」

中村輝夫さん・鵜沼丸子町

星野　未
みらい

来ちゃん（Ｈ 19．９．８生）

　ママの作ったご飯が大好き！いっぱい
食べて、これからもたくさん笑顔を見せ
てね！（お父さんの大介さん、お母さん
の良子さん・那加石山町 1）

岡部　瑠
る な

菜ちゃん（Ｈ 15．4．14生）
　　　紗

さ や

弥ちゃん（Ｈ 17．5．9生）
　　　莉

り ほ

穂ちゃん（Ｈ 19．11．5生）
　パワフルキッズ三姉妹です。仲良く優
しい女の子になあれ !!（お父さんの貴雄
さん、お母さんの稚子さん・鵜沼南町 4）

もともと字を書くのは好きでしたが
筆を持って、そんな自分に
あらためて気づきました。
「書」とは奥が深いもので

極めるには相当な時間を要しますが
すばらしい先生、書道仲間と共に

楽しみながらも徹底的に
研究していきたいです。
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